福井県における大気中ガス・粒子状物質調査（春期および冬期の調査結果）
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酸性降下物調査地点

　①福井市

　②勝山市

　③敦賀市

　④南越前町（夜叉ケ池）

［はじめに］　日本海地域は雨水ｐHが低く、とりわけ北陸地
域は冬期のH＋や酸性成分沈着量が多く、アジア大陸からの越
境汚染による影響を受けやすい地域といわれている。そこで、
福井県における大気汚染物質の動態解明を目的として、雨水成
分およびガス状・粒子状物質について平成16年から調査を開
始した。今回、平成17年度に実施したガス・粒子状物質濃度の
解析結果について報告する。

［調査方法］
１．調査地点：沿岸部、山間部、都市部の4地点（図－１）
２．調査期間：春期　平成17年4月1日～4月29日

　　　　　　　冬期　平成18年1月12日～2月9日

３．試料採取：4段フィルターパック法による10時から
　　　　　　　翌日10時までの24時間サンプリング。　　　　　　　　　図1　調査地点

４．調査項目：ＳＯ２､ＨＮＯ３､ＮＨ３､ＨＣｌ､ＳＯ４2－､ＮＯ３－､
Ｃｌ－､Ｎａ＋､Ｋ＋､Ｃａ2＋､Ｍｇ2＋､ＮＨ４＋
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［調査結果と考察］　

　季節別平均濃度は、ガス
状物質ではＳＯ２を除く成

分は概ね春期の方が冬期よ
り高かった。粒子状物質で
は、敦賀市のＣｌ－､Ｎａ＋
は、冬期の方が春期より高
かったが、他の成分は各地

点とも春期の方が冬期より
も高かった。(図－２)　　　　　　　　　　　　　　　図－2　　平均濃度
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　地点間の濃度比較では、
概ね、福井市（都市部)、敦賀市（沿岸部）＞南越前町・勝山市（山間部）の傾向が見られた。
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METEXを使用し72時間の後方流跡線(トラジェ
クトリ)解析を行い、得ら

れた流跡線を、図－３に

示すように、1ロシア－
日本海、２中国－朝鮮
半島、３その他(主に国
内経由) の３通りに区　　　　図－3　流跡線区分
分し、平均濃度を算出

した。(図－４)

その結果、福井市を除く地点では　　　　　　　　　　　　図－４　流跡線区分別nss-SO42-平均濃度と気温

比較的汚染の少ないと考えられる
ロシアから日本海を経由する（タイプ１）場合には、朝鮮半島（タイプ２）や国内を経由する（タイプ３)場合に比較してnss-ＳＯ４２－、や気温が低いことがわかった。また、福井市については、他の地点よりも市街地の影響を受けているのではないかと推測された。
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